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連 続 講 座  第 ２ 回  

 

  漂流・漂着と送還体制  
 

赤 嶺  守 （ 名 桜 大 学 大 学 院 特 任 教 授 ）  

 

「 歴 代 宝 案 」 に み る 漂 着  

『 歴 代 宝 案 』は 1 8 6 7 年 ま で 編 修 が 行 わ れ て い る が 、清 代 、 1 8 6 7

年 ま で の 漂 着 事 案 に つ い て は 、『 歴 代 宝 案 』以 外 に『 中 山 世 譜 』や

『 家 譜 』 そ し て 中 国 に 残 さ れ た 档 案 （ 行 政 文 書 ） な ど か ら 2 7 9 件

の 事 案 が 確 認 で き 、 そ の 内 『 歴 代 宝 案 』 に は 2 4 7 件 の 漂 着 事 案 が

記 録 さ れ て い る 。 中 国 へ の 漂 着 件 数 は 近 隣 諸 国 の 中 で は 琉 球 が 最

も 多 い 。 2 7 9 件 の 事 案 中 、 漂 着 船 は 漁 舟 や 琉 球 ・ 鹿 児 島 間 を 往 復

す る 楷 船 の 事 例 も あ る が 、 島 嶼 国 家 で あ る 琉 球 で は 島 嶼 間 を 多 く

の 「 地 船 」 が 往 復 し て お り 、 そ う し た 船 隻 の 漂 着 事 例 が 圧 倒 的 に

多 い 。漂 着 者 の 総 数 は 4 , 9 0 0 人 に も の ぼ る 。そ の 中 に は 、死 者 5 5 7

人 、 海 上 で の 落 水 や 海 賊 に 攫 わ れ 行 方 不 明 と な っ た 者 2 0 人 が 含

ま れ て い る 。 漂 流 は ほ と ん ど が 暴 風 と い っ た 突 発 的 な 自 然 現 象 で

引 き 起 こ さ れ る 。 漂 着 時 期 を 見 て み る と 、 陰 暦 の 6 月 と 7 月 が 最

も 多 く 、 台 風 が 多 発 す る 時 期 に 漂 着 事 案 も 多 く 発 生 し て い る （ 表

１ ）。漂 着 地 に つ い て は 浙 江 省 が 最 も 多 く 、福 建 省（ 台 湾 府 を 含 む ）・

江 蘇 省 ・ 山 東 省 ・ 広 東 省 と 続 き 、 漂 着 は ほ ぼ 中 国 沿 岸 各 省 に 及 ん

で い る 。（ 地 図 参 照 ）  

 

 表 １ ： 漂 着 事 案 の 月 別 発 生 件 数 (閏 月 含 む ・ 陰 暦 )  
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漂 着 事 案 の 発 生 と 現 地 で の 取 り 調 べ  

沿 岸 各 省 で 漂 着 が 確 認 さ れ る と 、 現 地 に お い て 役 人 の 筆 談 に よ

る 「 書 訊 」 と い う 取 り 調 べ が お こ な わ れ る 。 そ の 後 、 漂 着 者 は 全

て 福 州 に 護 送 さ れ る 。 浙 江 省 や 広 東 省 の よ う に 隣 接 し 距 離 的 に 比

較 的 福 州 に 近 い 地 域 へ 漂 着 し た 場 合 、 中 国 人 の 琉 球 語 通 訳 で あ る

土 通 事 が 漂 着 地 に 派 遣 さ れ る こ と も あ っ た 。 漂 着 船 が 航 海 に 耐 え

う る と 判 断 さ れ る と 兵 船 を 派 遣 し て 福 州 ま で 護 送 し 、 原 船 を 漂 失

し た り 、 損 壊 が ひ ど く 売 却 し た り し た 際 は 、 漂 着 者 の 福 州 へ の 護

送 に つ い て は 、 雇 船 で 水 路 を 選 ぶ 場 合 も あ る が 、 陸 路 に よ る 護 送

の ケ ー ス が 多 い 。 途 中 病 故 者 が で る と 、 福 州 ま で 「 屍 棺 」 を 運 び

埋 葬 し た 例 外 的 な 措 置 も 散 見 す る が 、 現 地 で 柩 を 賜 い 埋 葬 標 記 さ

れ る の が 通 例 で あ っ た 。 福 州 に は 中 国 沿 岸 各 省 か ら 琉 球 漂 着 民 が

護 送 さ れ て く る 以 外 に 、朝 鮮 や 安 南（ ベ ト ナ ム ）・ 呂 宋（ フ ィ リ ピ

ン ） か ら も 中 国 を 経 由 し て 送 還 さ れ る 琉 球 漂 着 民 が 送 ら れ て く る

な ど 、 福 州 は 東 ア ジ ア に お け る ま さ に 琉 球 漂 着 民 送 還 の タ ー ミ ナ

ル 的 存 在 で あ っ た 。  

 

救 済 の 内 容  

清 代 の 琉 球 漂 着 民 の 送 還 体 制 は 、 基 本 的 に 明 代 の 送 還 シ ス テ ム

を 継 承 し た も の と 理 解 し て い い だ ろ う 。 明 代 、 1 5 9 4 年 （ 万 暦 2 2）

に 浙 江 省 温 州 府 に 漂 着 し た 進 貢 使 者 ら を 福 建 巡 撫 （ 省 の 長 官 ） が

漳 州 人 阮 国 を 派 遣 し 福 州 か ら 護 送 帰 国 さ せ（『 歴 代 宝 案 』1 - 0 4 - 0 5）、

1 6 2 0 年（ 泰 昌 元 ）に は 広 東 省 の 瓊 州 と 雷 州 の 境 界 に 漂 着 し た 漂 流

民 3 3 人 を 進 貢 船 で 同 じ く 福 州 か ら 帰 国 さ せ る と い っ た 事 例 (『 宝

案 』 1 - 1 8 - 1 5 )を 『 歴 代 宝 案 』 で 確 認 す る こ と が で き る 。 ま た 1 6 3 3

年（ 崇 禎 6）の 福 建 省 福 清 県 海 壇 地 方 に 漂 着 し た 漂 流 民 に 対 し て 、

福 州 に 護 送 さ れ て き た 日 か ら 毎 日 、 全 員 に 米 1 升 5 合 ・ 蔬 菜 銀 5

釐 ・ 柴 薪 銀 1 釐 を 支 給 し 、 さ ら に 衣 被 銀 2 銭 が 与 え ら れ 、 帰 国 の

日 ま で 福 州 琉 球 館 に 安 頓 す る と い っ た 措 置 が と ら れ て い る（『 宝 案 』

1 - 1 9 - 2 3）。 こ の よ う に 琉 球 漂 着 民 に 対 す る 救 済 に つ い て は 、 明 代

に す で に 成 例 化 さ れ て い た 。  
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清 代 の 福 州 に お け る 救 済 は 、 乾 隆 期 の 『 戸 部 則 例 』 で 1 日 、 口

糧 米 1 升 ・ 塩 菜 銀 6 釐 、帰 国 に 際 し て １ ヶ 月 の 行 糧 、「 加 賞 」と し

て 「 布 4 疋 ・ 綿 花 4 斤 ・ 茶 葉 1 斤 、 灰 麺 （ 小 麦 粉 ） 1 斤 、 生 烟 （ 煙

草 ）1 斤 、毎 4 0 名 に 猪（ 豚 ）2 口（ 匹 ）、羊 2 牽（ 匹 ）、酒 2 埕（ 瓶 ）」

の 給 与 が 規 定 さ れ 、 山 東 省 で は 各 自 1 日 口 糧 銀 5 分 、 江 蘇 省 で は

口 糧 米 1 升 ・ 塩 菜 銀 6 釐 、 浙 江 省 で は 口 糧 米 1 升 ・ 塩 菜 銀 6 釐 3

分 、 広 東 省 で は 口 糧 米 1 升 ・ 塩 菜 銀 1 分 と 規 定 さ れ 、 均 一 化 さ れ

た も の で は な か っ た（ 表 ２ ）。そ れ 以 外 に 各 省 で 衣 類 や 必 需 品 が 供

与 さ れ て い る 。『 戸 部 則 例 』に 、表 ３ の よ う に 浙 江 省 で の 支 給 規 定

が 詳 細 に 示 さ れ て い る 。 し か し 、 こ う し た 供 与 は 必 要 に 応 じ て な

さ れ る も の で 、 必 ず し も そ の 規 定 に 準 じ て 全 て 支 給 さ れ る も の で

は な か っ た 。 福 建 省 に お け る 「 加 賞 」 に つ い て は 、「 各 賞 」 の 布 ・

綿 花 ・ 茶 葉 ・ 灰 麺 ・ 生 烟 と 、「 共 賞 」の 猪 ・ 羊 ・ 酒 に 区 分 さ れ 、「 各

賞 」 は 各 自 、「 共 賞 」 は 全 体 を 対 象 と し て い た 。 そ の 内 「 共 賞 」 の

猪 ・ 羊 ・ 酒 に つ い て は 、 琉 球 か ら の 漂 着 が 頻 発 す る 中 で 、 4 0 名 に

猪 2 口 、 羊 2 牽 、 酒 2 埕 の 規 定 が 、 4 0 人 に 満 た な い 場 合 は 、 猪 1

口 、羊 1 牽 、酒 1 埕 、さ ら に 人 数 が 少 な い 場 合 、各 自 猪 肉 ・ 羊 肉 ・

酒 各 4 斤 と 変 わ り 、人 数 に 合 わ せ て 支 給 さ れ る よ う に な る（ 表 ４ ）。

ま た 他 省 で 救 済 品 が 給 与 さ れ て い な い 場 合 、 或 い は 十 分 な 救 済 が

な さ れ て い な い と 判 断 さ れ た 以 外 は 、 原 則 と し て 「 加 賞 」 は お こ

な わ な い と い う こ と も 定 例 化 し て い く 。  

 

① 一 般 支 給 品       

【 毎 日 】            

  福 建 省  山 東 省  江 蘇 省  浙 江 省  広 東 省  

米 （ 口 糧 米 ）  １ 升  銀 5 分  １ 升  １ 升  １ 升  

塩 ・ 野 菜 代 （ 塩 菜 銀 ）  0 . 6 分  5 分  0 . 6 分  3 分  １ 分  

【 帰 国 時 】            

米 ・ 食 糧 （ 行 糧 ）  １ ケ 月          

 表 ２  各 省 ご と の 支 給 品 （ 一 般 支 給 品 ／ １ 人 ず つ ）  
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時 期   加 賞 品  

春 秋  
綿 布 衫 （ 綿 の 単 衣 の 上 着 ） １ 着  

綿 布 袴 （ 綿 の ズ ボ ン ） １ 本  

夏  
苧 布 衫 （ 苧 麻 の 単 衣 の 上 着 ） １ 着  

苧 布 袴 （ 苧 麻 の ズ ボ ン ） １ 本  

冬  

毛 氈 帽 （ 毛 織 り の 帽 子 ） ま た は 裹 頭 布 （ 頭 巾 ） １ 個  

綿 襖 （ 綿 入 り の 上 着 〔 防 寒 着 〕 ） １ 着  

綿 袴 （ 綿 入 り の ズ ボ ン ） １ 本  

厳 冬  
綿 氅 衣 （ 羽 毛 入 り の 服 ） １ 着  

綿 鞋 （ 綿 入 り の く つ ） １ 足  

表 ３  浙 江 省 に お け る 救 済 支 給 品 （ 『 戸 部 則 例 』 ）  

 

② 加 賞 （ 各 賞 ＝ 各 自 ）  ③ 加 賞 （ 共 賞 ） （ グ ル ー プ ）  

【 一 度 】   【 一 度 】  

布  ４ 疋    4 0 名  4 0 名 以 下  少 人 数 （ １ 人 ず つ ）  

綿 花  ４ 斤  猪  ２ 頭  1 頭  ４ 斤  

茶 葉  １ 斤  羊  ２ 頭  1 頭  ４ 斤  

小 麦 粉  １ 斤  酒  ２ 瓶  1 瓶  ４ 斤  

た ば こ  １ 斤     １ 斤 ≒ 約 6 0 0 g  

 表 ４  福 建 省 に お け る 加 賞 （ 各 賞 ＝ 個 人 と 共 賞 ＝ グ ル ー プ に 支 給 ） 

 

漂 着 船 ・ 貨 物 の 売 却  ―  変 売  ―  

漂 着 者 に よ る 交 易 行 為 は 許 さ れ て い な か っ た が 、 福 州 ま で の 移

送 が 困 難 な 壊 船 や 搭 載 貨 物 を 現 地 で 売 却 し 換 金 化 し て 持 ち 帰 る こ

と は 救 済 の 一 環 と し て 許 可 さ れ て い た 。『 歴 代 宝 案 』で は 、そ れ を

「 変 売 」 と 称 し 、 換 金 化 さ れ た 銀 両 を 「 変 価 銀 」 と 記 し て い る 。

漂 着 地 で は 漂 着 民 の 意 志 に よ っ て 変 売 す る か 否 か が 決 め ら れ 、 福

州 で は 琉 球 館 に 駐 在 す る 存 留 通 事 が 変 売 の 決 定 に 関 与 し て い た 。

変 売 の 対 象 と な っ た 貨 物 は 米 ・ 粟 ・ 綿 花 ・ 塩 ・ 茶 ・ 烟 草 （ 煙 草 ）

な ど が 多 か っ た が 、損 壊 船 、ま た 堅 固 な 漂 着 船 で も 2・ 3 反 帆 の 狭

小 な 小 型 の 船 隻 は 遠 途 航 海 に 堪 え ら れ な い と の 理 由 で 変 売 さ れ る

こ と も あ っ た 。  
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中 国 か ら の 持 ち 出 し が 禁 止 さ れ て い た 史 書・焔 硝・牛 角・倭 鉛・

兵 器 ・ 桐 油 ・ 鉄 鍋 ・ 黄 紅 銅 器 な ど は 、 た と え 漂 着 民 が 随 帯 貨 物 と

し て 持 ち 込 ん だ も の で あ っ て も 帯 出 が 許 さ れ る こ と な く 、 中 国 国

内 に お け る 変 売 が 強 制 的 に お こ な わ れ て い た 。 1 7 7 0 年 （ 乾 隆 3 5）

7 月 に 浙 江 省 太 平 県 に 漂 着 し た 嘉 数 船（ 兪 崇 道 等 1 9 人 ）で は 随 帯

貨 物 の 鋼 鉄 ・ 鉄 鍋 が （ 宝 案 』 2 - 5 5 - 0 1）、 ま た 1 7 9 3 年 （ 乾 隆 5 8） 7

月 に 鎮 海 県 に 漂 着 し た 比 嘉 船 （ 比 嘉 等 9 人 ） で は 牛 角 が 強 制 的 に

変 売 さ せ ら れ て い る（『 宝 案 』 2 - 8 2 - 1 3）。一 方 で 、琉 球 人 が 持 ち 込

ん だ 銅 器 （ 琉 球 炉 ） が 、 売 却 さ れ る 代 わ り に 世 話 に な っ た 現 地 役

人 へ 贈 ら れ た 例 も あ っ た （『 宝 案 』 2 - 1 2 2 - 0 2）。  

漂 着 船 及 び そ の 随 帯 貨 物 は 、 た と え 船 が 座 礁 し 沈 失 ・ 漂 散 し た

も の で あ っ て も 沿 海 の 住 民 が そ れ を 勝 手 に 撈 獲 し て 持 ち 帰 る と 、

漂 着 者 の 財 物 の 略 奪 行 為 と み な さ れ 、 発 覚 す る と 処 罰 の 対 象 と な

っ て い た 。 1 7 8 6 年 （ 乾 隆 5 1） 8 月 に 福 建 省 長 楽 県 に 漂 着 し た 当 間

等 2 5 人 の 案 件 で は 、 船 板 や 米 を 撈 獲 し て 持 ち 帰 っ た 居 民 2 2 人 が

検 挙 さ れ 、鞭 打 ち や 流 罪 な ど の 刑 を 受 け て い る（『 宝 案 』2 - 7 3 - 1 6）。  

 

福 州 か ら の 送 還 方 法  

福 州 琉 球 館 は 琉 球 漂 着 民 の 送 還 拠 点 と な っ て い た 。 漂 着 民 は 帰

国 の た め 乗 船 す る ま で 、 福 州 琉 球 館 で の 待 機 が 義 務 付 け ら れ 勝 手

な 移 動 は 許 さ れ て い な い 。 原 船 で 福 州 か ら 帰 国 す る 場 合 、 漂 流 で

損 壊 し た 箇 所 の 修 復 が 必 要 な ケ ー ス で は 、 琉 球 館 の 存 留 通 事 が 中

国 側 の 公 費 （ 存 公 銀 ） で の 修 復 を 要 請 す る こ と が 多 い が 、 琉 球 館

側 の 費 用 で 修 復 す る こ と も あ っ た 。 ま た 分 乘 で き る 漂 着 船 が な く

進 貢 船 や 接 貢 船 の 到 着 を 待 っ て 送 還 さ れ る 場 合 、 1 年 以 上 も 福 州

で 待 機 し な け れ ば な ら な い ケ ー ス も あ っ た 。 清 代 の 琉 球 漂 着 民 の

送 還 に 関 し て は 、 原 船 や 進 貢 船 ・ 接 貢 船 以 外 に 、 租 雇 さ れ た 商 船

に よ る 送 還 も 行 わ れ て い る 。 出 航 前 に 船 体 の 安 定 を 保 つ た め に 船

底 に 底 荷 （ バ ラ ス ト ） と い う 重 量 物 を 積 み 込 ん で い た が 、 そ の 重

量 物 が 足 り な い 場 合 は 、 1 7 6 1 年 （ 乾 隆 2 6） 7 月 に 浙 江 省 平 湖 県 に

漂 着 し た 大 湾 船 の よ う に 、 碗 ・ 糖 ・ 線 香 等 の 粗 重 貨 物 を 購 入 し て

底 荷 と し て 帰 国 し た 事 例 も あ っ た (『 宝 案 』 2 - 4 5 - 1 8  )。 し か し 、

こ う し た 粗 重 貨 物 を 購 入 す る 方 法 は 成 例 化 す る こ と は な く 、 粗 重
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貨 物 が 足 り な い ケ ー ス で は 、 進 貢 船 や 接 貢 船 の 粗 重 貨 物 が 底 荷 と

し て 積 み 込 ま れ る よ う に な る 。 進 貢 船 や 接 貢 船 か ら 運 び 込 ま れ た

貨 物 は 出 国 す る 際 、 全 て 免 税 措 置 が 施 さ れ て い た が 、 漂 着 者 の 原

船 に 装 載 さ れ た 貨 物 に 対 し て も 同 じ く 免 税 措 置 が 施 さ れ て い た 。

積 荷 の ほ か に 、 進 貢 船 や 接 貢 船 か ら は 、 航 海 に 詳 し い 水 夫 2 人 が

送 り 込 ま れ 、 漂 着 民 の 「 引 導 帰 国 役 」 を 担 う よ う に な る 。  

乗 船 後 、 帰 国 者 に は 福 州 清 軍 海 防 分 府 か ら 渡 航 証 明 と し て 「 護

照 」が 発 給 さ れ る 。「 護 照 」は 各 自 に 発 給 さ れ る の で は な く 、全 員

に 対 し て 1 枚 の「 護 照 」で 、「 護 照 」 に は 中 国 へ の 漂 着 の 経 緯 ・ 帰

国 者 全 員 の 人 名 が 記 載 さ れ 、 沿 海 に お け る 官 憲 に よ る 検 査 で 出 洋

が 遅 滞 す る こ と の な い よ う 記 さ れ て い る 。 こ う し て 発 給 さ れ た 護

照 は 次 期 の 貢 船 で の 返 却 が 義 務 づ け ら れ て い た 。  

原 船 で 帰 国 す る 際 、 漂 着 者 は 総 督 ・ 巡 撫 に よ る 帰 国 の 批 示 （ 許

可 ） を 待 ち 、 許 可 さ れ る と 閩 江 （ び ん こ う ） を 下 り 、 閩 安 鎮 で 乗

船 人 員 ・ 貨 物 の 検 査 を 受 け 、 そ の 後 兵 船 に 護 送 さ れ 、 沿 岸 の 外 洋

近 く で 風 待 ち を す る 。 出 洋 す る ま で 三 か 月 以 上 の 日 時 を 費 や す 場

合 も あ る 。 帰 国 の 際 、 琉 球 国 王 宛 て の 漂 着 民 の 救 済 ・ 送 還 の 経 緯

を 記 し た 文 書 （ 咨 文 ） が 帰 国 船 に 託 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し て 琉

球 国 王 か ら は 漂 着 者 の 無 事 帰 国 の 報 告 と 救 済 へ の 謝 意 を 示 す 文 書

（ 謝 咨 ） を 送 る こ と が 送 還 体 制 に お け る 文 書 の 収 発 シ ス テ ム の 中

で 成 例 化 し て い た 。こ の 琉 球 国 王 か ら の「 謝 咨 」の 発 送 を も っ て 、

漂 着 事 案 に 関 わ る 一 連 の 行 政 処 理 が 終 了 し た 。  
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福
建
布
政
使
司
よ
り
琉
球
国
中
山
王
尚
穆
あ
て
、
遭
風
の
琉
球
難
民
宮

国
目
指
等
の
救
護
・
送
還
に
つ
い
て
通
知
す
る
旨
の
咨
文

（
乾
隆
三
十
三
《
一
七
六
八
》
、
六
、
十
七
）

　

福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
、
稟
報
の
事
の
為
に
す
。

　

乾
隆
三
十
三
年
五
月
初
四
日
、
総
督
部
堂
崔
（
応
階
）
の
批
を
奉
け
た
る

本
司
の
呈
詳
あ
り
。

　

査
し
得
た
る
に
、
琉
球
国
の
夷
人
宮
国
目
指
等
二
十
人
は
風
を
被
り
、
飄

い
て
霞
浦
県
三
沙
汛
の
洋
面
に
入
れ
ば
、
護
駕
し
て
省
に
来
た
ら
し
む
る
の

一
案
あ
り
。
憲
檄
を
遵
奉
し
、
福
防
同
知
李
倓
に
行
拠
し
て
供
称
を
訳
訊
せ

し
め
た
る
に
、
難
夷
順
流
の
配
せ
る
水
梢
佐
喜
波
等
共
に
一
十
五
人
は
倶
に

琉
球
国
大
番
島
の
人
に
係
る
。
海
船
一
隻
に
駕
し
、
乾
隆
三
十
三
年
二
月

初
二
日
に
于
て
大
島
に
在
り
て
火
柴
を
装
載
し
麻
姑
山
に
往
き
售
売
せ
ん
と

す
。
麻
姑
山
の
地
方
官
、
小
米
二
百
包
を
封
運
し
、
頭
目
の
宮
国
目
指
等
五

人
を
差
わ
し
、
船
に
在
り
て
管
解
せ
し
む
る
を
経
て
、
中
山
国
王
の
処
に
往

き
て
交
納
せ
ん
と
す
。
本
年
二
月
二
十
七
日
麻
姑
山
に
在
り
て
開
駕
し
、
二

十
九
日
洋
に
在
り
て
風
に
遭
い
、
重
き
を
載
せ
た
れ
ば
幾
ど
覆
え
ら
ん
と

し
、
桅
篷
を
将
て
砍
断
し
、
小
米
を
把
て
一
百
三
十
九
包
を
抛
棄
す
。
風
に

任
せ
て
飄
流
し
、
三
月
十
八
日
に
于
て
漂
い
て
三
沙
汛
の
洋
面
に
到
る
。
只

だ
小
米
六
十
一
包
併
び
に
随
帯
せ
る
零
星
の
箱
籠
・
雑
物
を
剰
す
の
み
。
霞

浦
県
、
営
と
会
し
て
救
護
す
る
を
経
て
、
内
地
の
舵
工
を
雇
倩
し
て
牽
引
せ

し
む
。
二
十
七
日
省
に
到
り
、
二
十
八
日
訊
明
し
て
館
駅
に
安
挿
し
、
議
し

て
、
乾
隆
二
十
五
年
に
辦
理
せ
る
黒
島
首
里
大
屋
子
等
の
例
を
援
照
し
て
、

口
糧
・
行
糧
を
供
応
し
、
另
に
布
棉
等
の
物
を
賞
し
て
以
て
優
恤
を
示
さ
ん

こ
と
を
請
う
。
駕
し
来
た
れ
る
原
船
は
、
議
し
て
黒
島
首
里
大
屋
子
等
の
夷

船
の
例
を
援
照
し
て
量
給
し
、
該
夷
官
に
着
し
て
承
領
し
て
辦
理
せ
し
む
る

を
請
う
。
接
貢
船
内
よ
り
另
に
水
梢
一
名
を
撥
し
、
代
わ
り
て
開
駕
し
て
回

国
す
る
を
為
さ
し
む
。
原
存
せ
る
小
米
六
十
一
包
は
館
に
留
め
て
食
用
と

し
、
箱
籠
・
雑
物
は
均
し
く
帯
回
せ
し
む
、
等
の
由
あ
り
て
前
来
せ
り
。

　

本
司
査
す
る
に
、
琉
球
国
の
難
夷
順
流
等
は
風
に
遭
い
て
閩
に
来
た
れ

ば
、
応
に
口
糧
・
行
糧
併
び
に
布
棉
・
茶
烟
・
灰
麪
等
の
物
を
給
し
、
旧

例
に
循
い
て
名
に
按
じ
て
支
給
す
る
を
請
う
べ
し
。
惟
だ
另
に
賞
し
て
猪
・

羊
・
酒
等
の
項
を
共
給
す
る
は
、
該
庁
の
詳
照
せ
る
黒
島
首
里
大
屋
子
の
例

に
拠
り
て
賞
給
す
る
と
雖
も
、
但
だ
査
す
る
に
、
黒
島
首
里
大
屋
子
等
は
原

よ
り
四
十
二
人
に
し
て
、
風
を
被
り
て
閩
に
飄
え
ば
、
猪
二
口
・
羊
二
牽
・

酒
二
埕
を
加
賞
す
る
に
係
る
。
今
、
順
流
等
、
風
に
遭
い
、
閩
に
来
た
る
は

僅
か
に
只
だ
二
十
人
の
み
。
所
有
の
加
賞
し
て
共
給
せ
る
猪
・
羊
・
酒
醴
は

均
し
く
応
に
酌
し
て
半
折
の
価
も
て
給
予
す
べ
し
。
順
流
等
の
原
駕
せ
る

船
隻
に
至
り
て
は
、
長
さ
五
丈
四
尺
・
闊
さ
一
丈
五
寸
に
し
て
窄
小
の
船
に

係
る
。
之
を
黒
島
首
里
大
屋
子
の
船
身
に
較
ぶ
れ
ば
、
長
さ
は
二
丈
八
尺
少

な
く
、
闊
さ
は
一
丈
四
尺
五
寸
少
な
し
。
船
身
の
長
さ
・
闊
さ
は
既
に
相
い

懸
殊
す
。
況
ん
や
該
庁
の
査
明
に
拠
る
に
、
不
過
桅
篷
を
添
買
し
て
略
修
葺

を
為
す
の
み
に
し
て
、
便
ち
駕
駛
す
べ
し
。
黒
島
首
里
大
屋
子
の
夷
船
、
風

を
被
り
損
壊
し
て
駕
駛
す
る
に
堪
え
ざ
れ
ば
、
応
に
大
修
を
行
う
べ
き
者
と

nomurana
線

nomurana
線



は
更
に
逈
か
に
異
な
る
に
属
す
。
応
に
修
費
銀
三
十
両
を
酌
給
し
、
其
れ
を

し
て
自
ず
か
ら
桅
篷
を
買
備
す
る
を
行
い
、
修
葺
し
て
完
固
な
ら
し
む
る
を

聴
し
、
接
貢
船
内
よ
り
另
に
水
梢
一
名
を
選
び
、
管
駕
し
て
帰
国
せ
し
む
る

を
請
う
べ
し
。
以
上
の
口
糧
・
賞
賚
・
修
費
は
均
し
く
応
に
乾
隆
三
十
三
年

の
存
公
項
下
よ
り
動
支
し
、
事
竣
れ
ば
実
用
せ
る
数
目
を
将
て
分
晰
し
て
冊

を
造
り
、
詳
も
て
咨
銷
す
る
を
請
い
、
余
存
の
小
米
・
籠
箱
・
雑
物
に
至
り

て
は
、
其
れ
を
し
て
自
便
せ
し
む
る
を
聴
す
べ
し
。
合
に
難
夷
、
風
に
遭
い

て
閩
に
来
た
る
の
人
数
・
貨
物
併
び
に
辦
理
せ
る
縁
由
を
将
て
冊
を
造
り
て

詳
も
て
報
ず
べ
し
。
伏
し
て
憲
台
の
察
核
し
て
具
奏
し
、
部
に
咨
す
る
を
候

つ
、
等
の
由
あ
り
。

　

批
を
奉
け
た
る
に
、
仰
い
で
撫
部
院
衙
門
の
察
核
し
て
具
奏
し
部
に
咨
す

る
を
候
て
。
繳
す
。
冊
は
存
す
、
等
の
因
あ
り
。

　

又
、
本
月
初
一
日
に
于
て
総
督
部
堂
兼
署
巡
撫
崔
（
応
階
）
の
批
を
奉
け

た
る
詳
は
、
前
由
に
同
じ
。
批
を
奉
け
た
る
に
、
仰
い
で
核
奏
し
併
び
に
部

に
咨
す
る
を
候
て
。
余
は
照
行
す
べ
し
。
仍
お
督
部
堂
衙
門
の
批
示
を
候

て
。
繳
す
。
冊
は
存
送
す
、
等
の
因
あ
り
。
此
れ
を
奉
け
た
り
。
当
に
応
に

給
す
べ
き
の
口
糧
・
塩
菜
、
賞
賚
併
び
に
修
費
の
各
銀
両
を
将
て
数
に
照
ら

し
て
給
領
し
て
案
に
在
り
。

　

又
、
前
事
の
為
に
す
。

　

乾
隆
三
十
三
年
六
月
十
二
日
、
総
督
部
堂
崔
（
応
階
）
の
批
を
奉
け
た
る

本
司
の
詳
あ
り
。

　

福
防
庁
の
詳
に
拠
る
に
称
す
ら
く
、
順
流
・
宮
国
目
指
等
の
船
隻
は
、
該

夷
自
ら
領
修
を
行
い
完
固
な
ら
し
め
、
親
ら
赴
き
て
験
看
し
た
る
に
槓
椇
は

斉
全
た
り
。
賞
賚
せ
る
折
価
銀
両
は
倶
に
経
に
承
領
せ
し
め
、
六
月
初
三
日

を
択
び
て
駅
を
離
れ
て
登
舟
し
、
遣
発
す
る
を
聴
候
す
。
該
夷
の
原
載
せ
る

貨
物
は
風
に
遭
い
て
丟
棄
し
、
剰
り
て
在
る
も
の
は
幾
ど
無
け
れ
ば
、
船
は

軽
く
駕
駛
し
難
き
に
縁
り
、
接
貢
船
内
の
閩
に
在
り
て
兌
買
せ
る
貨
物
を
配

搭
し
、
以
て
圧
載
に
資
し
、
併
び
に
船
内
の
海
道
を
熟
悉
せ
る
伴
梢
二
名
を

多
撥
し
引
導
し
て
管
駕
せ
し
め
、
冊
・
結
を
造
具
し
て
詳
も
て
遣
発
せ
ん
こ

と
を
請
う
を
声
明
す
、
等
の
由
あ
り
て
前
来
せ
り
。
合
に
就
ち
に
詳
明
す
べ

し
。
伏
し
て
憲
台
の
批
示
を
候
ち
、
以
て
咨
を
給
し
て
遣
発
す
る
に
便
な
ら

し
む
。
鎮
に
至
れ
ば
開
駕
し
、
併
び
に
長
行
回
国
の
日
期
を
取
具
し
、
具
詳

し
て
題
を
請
う
、
等
の
由
あ
り
。

　

批
を
奉
け
た
る
に
、
詳
の
如
く
咨
を
給
し
遣
発
せ
し
め
、
鎮
に
至
れ
ば
開

駕
併
び
に
長
行
回
国
の
日
期
を
取
り
て
具
詳
し
て
題
を
請
え
。
余
は
已
に
悉

れ
り
。
仍
お
撫
部
院
衙
門
の
批
示
を
候
て
。
繳
す
、
等
の
因
あ
り
。

　

同
日
、
総
督
部
堂
兼
署
巡
撫
崔
（
応
階
）
の
批
を
奉
け
た
る
詳
は
、
前
由

に
同
じ
。
批
を
奉
け
た
る
に
、
詳
の
如
く
咨
を
給
し
遣
発
せ
し
め
、
鎮
に
至

れ
ば
会
験
し
て
明
白
な
ら
し
め
、
例
に
照
ら
し
て
護
送
出
洋
せ
し
め
よ
。
長

行
回
国
の
日
期
を
取
具
し
、
簡
詳
を
核
叙
し
て
題
を
請
え
。
併
び
に
即
ち

に
另
に
各
項
の
数
冊
を
造
り
て
詳
咨
せ
よ
。
仍
お
督
部
堂
衙
門
の
批
示
を
候

て
。
繳
す
、
等
の
因
あ
り
。
此
れ
を
奉
け
た
り
。

　

合
に
就
ち
に
咨
を
給
し
て
遣
発
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
貴
国
王
に
備
咨

す
。
請
煩
わ
く
は
査
照
し
て
施
行
せ
ん
こ
と
を
。



須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

計
、
移
送
せ
る
難
夷
、
併
び
に
接
貢
船
内
よ
り
派
撥
せ
る
引
導
の
伴
梢

の
人
数
、
併
び
に
原
帯
せ
る
物
件
は
、
接
貢
船
内
よ
り
配
搭
せ
る

貨
物
と
同
に
冊
一
本
あ
り

右
、
琉
球
国
中
山
王
尚
（
穆
）
に
咨
す

乾
隆
三
十
三
年
（
一
七
六
八
）
六
月
十
七
日

注
（1

）

目
指　

琉
球
王
国
の
地
方
役
人
の
職
名
の
一
つ
。
村
支
配
の
管
理
役
人
で

宮
古
・
八
重
山
な
ど
に
設
置
さ
れ
、
村
名
を
冠
し
て
○
○
目
指
と
称
し
た
。

　

「
目
差
」
と
も
書
く
。

（2

）

霞
浦
県
三
沙
汛　

霞
浦
県
は
福
建
省
北
部
、
福
寧
府
に
属
す
る
沿
岸
地
帯

　

で
福
寧
湾
に
臨
む
地
。
三
沙
汛
は
福
寧
湾
一
帯
の
海
防
を
担
っ
た
緑
営
の

　

名
。

（3

）

護
駕　

護
送
す
る
。

（4

）

行
拠　

下
級
官
に
文
書
で
指
示
し
た
と
こ
ろ
、
返
っ
て
き
た
そ
の
件
に
つ

　

い
て
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
の
意
。

（5

）

訊　

校
訂
本
は
「
拠
」
だ
が
〔
四
五―

一
四
〕
に
よ
り
「
訊
」
と
し
た
。

（6

）

大
番
島　

沖
縄
島
の
こ
と
か
。

（7

）

火
柴　

燃
量
に
す
る
た
め
の
薪
。

（8

）

麻
姑
山　

宮
古
島
。
那
覇
の
南
西
約
三
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す

　

る
。
太
平
山
と
も
記
す
。

（9

）

售
売　

売
買
。

（10

）
小
米　

外
皮
を
と
っ
た
粟
。
米
を
大
米
と
い
う
の
に
対
し
て
粟
を
小
米
と

　

い
う
。

（11

）
封
運　

密
封
し
て
運
搬
す
る
。

（12

）
管
解　

身
柄
を
保
護
し
て
送
る
こ
と
。

（13

）
桅
篷　

桅
（
帆
柱
）
と
舟
の
と
も
。

（14

）
砍
断　

（
刀
や
斧
な
ど
で
）
た
た
き
切
る
。　

（15

）
抛
棄　

投
げ
す
て
る
。

（16

）
零
星　

こ
ま
ご
ま
と
し
た
、
微
少
な
も
の
。

（17

）
営　

各
省
に
お
い
て
分
駐
巡
防
す
る
緑
営
（
漢
人
の
み
で
編
成
し
、
治
安

　

維
持
に
当
た
る
軍
）
の
こ
と
。

（18

）
雇
倩　

金
銭
を
出
し
て
雇
う
こ
と
。

（19

）
訊
明　

取
り
調
べ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

（20

）
首
里
大
屋
子　

琉
球
王
国
時
代
に
地
方
役
人
の
一
つ
と
し
て
間
切
や
島
ご

　

と
に
設
置
さ
れ
た
役
職
。
宮
古
・
八
重
山
で
は
蔵
元
の
主
要
職
と
し
て
の

　

役
割
を
は
た
し
た
。
ま
た
、
頭
職
は
首
里
大
屋
子
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
。

（21

）
援
照　

参
照
す
る
。

（22

）
優
恤　

厚
く
恵
む
こ
と
。

（23

）
量
給　

く
ば
り
わ
た
す
。
配
給
す
る
。

（24

）
棉　

校
訂
本
で
は
「
帛
」
だ
が
「
棉
」
の
誤
り
か
。

（25

）
按　

校
訂
本
で
は
「
接
」
だ
が
「
按
」
の
誤
り
か
。

（26

）
共
給　

必
要
な
も
の
を
そ
な
え
あ
て
が
う
。
供
給
。

（27

）
酒
醴　

甘
酒
。
一
晩
で
醸
造
し
た
酒
。
ま
た
広
く
酒
一
般
を
さ
す
。

（28

）
窄
小　

狭
く
て
小
さ
い
。

（29

）
懸
殊　

非
常
に
差
が
あ
る
こ
と
。

（30

）
酌
給　

配
分
し
て
給
与
す
る
。

（31

）
完
固　

完
全
で
堅
固
な
こ
と
。

（32

）
管
駕　

乗
り
組
ん
で
操
縦
す
る
こ
と
。
坐
駕
と
同
じ
。

（33

）
存
公
項
下　

公
的
財
源
な
い
し
公
金
の
費
目
。
予
備
費
。　

（34
）
動
支　

支
出
す
る
。

（35

）
咨
銷　

収
支
決
算
を
咨
文
で
決
裁
報
告
す
る
こ
と
。

（36

）
自
便　

自
分
で
使
用
す
る
こ
と
。

（37

）
核
奏　

確
認
・
検
査
し
た
う
え
で
上
奏
す
る
こ
と
。



（38

）
領
修　

（
費
用
・
材
料
を
）
受
け
取
り
修
理
す
る
。

（39
）
験
看　

検
査
す
る
。
点
検
す
る
。

（40
）
斉
全　

完
全
に
整
備
す
る
。　

（41

）
折
価
銀
両　

折
価
は
現
金
に
換
算
す
る
こ
と
。（
物
品
な
ど
を
）
現
金
に
換

　

算
し
た
銀
両
。

（42

）
聴
候　

（
協
議
の
結
果
や
そ
れ
に
基
づ
く
指
示
な
ど
を
）
待
つ
こ
と
。

（43

）
丟
棄　

捨
て
去
る
。
放
棄
す
る
。

（44

）
伴
梢　

官
伴
水
梢
の
こ
と
。
進
貢
船
や
接
貢
船
に
乗
る
水
夫
の
こ
と
。

（45

）
簡
詳　

詳
文
の
こ
と
。
す
で
に
何
度
か
の
文
書
の
往
来
を
経
て
い
る
場
合
、

　

詳
し
い
経
過
を
省
略
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
詳
文
を
「
簡

　

詳
」
と
い
う
。

2-51-16

琉
球
国
中
山
王
尚
穆
よ
り
乾
隆
帝
あ
て
、
乾
隆
三
十
三
年
の
進
貢
の
表

文
（
乾
隆
三
十
三
《
一
七
六
八
》
、
十
二
、
七
）

　

琉
球
国
中
山
王
臣

尚
穆
、
誠
惶
誠
恐
、
稽
首
頓
首
し
て
、
謹
ん
で
表
を
奉

り
言
を

上
る
。

　

伏
し
て
以
う
に
、
聖
徳
は
緝
煕
に
し
て
天
行
に
法
り
て
息
ま
ず
、
皇
仁
は

溥
博
に
し
て
地
載
に
応
じ
て
以
て
疆
り
無
し
。
九
有
を
合
す
る
に
咸
臨
を
以

て
し
、
一
天
雨
に
化
し
、
三
無
を
奉
ず
る
に
履
泰
を
以
て
し
、
万
井
風
に
和

す
。
歓
び
は
敷
天
に
洽
く
し
、
慶
び
は
薄
海
に
溢
る
。

　

欽
ん
で
惟
う
に
、
皇
帝
陛
下
、
道
高
く
し
て
風
動
し
、
治
協
い
て
時
雍

す
。
符
瑞
を
四
方
よ
り
集
め
、
歌
誦
は
堯
民
の
衢
壌
に
徧
く
し
、
妖
氛
を
万

里
に
廓
い
、
祥
和
は
舜
陛
の
薫
絃
を
揮
う
。
洵
に
景
運
、
日
に
另
に
し
、

況

昌
期
、
天
保
ら
か
な
ら
ん
。

　

臣
穆
、
備
ん
で
属
国
に
封
ぜ
ら
れ
、

叨

く
も
東
藩
に
列
せ
ら
れ
、
世
隆
恩

に
沐
す
れ
ば
、
敢
え
て
葵
向
を
忘
れ
ん
や
。

毎

貢
職
を
修
め
、
倍

芹
私
を

切
に
す
。
謹
ん
で
陪
臣
の
毛
徳
儀
・
毛
維
基
等
を
遣
わ
し
、
薄
に
渓
毛
を
采

り
て
、
用
て
蟻
悃
を
伸
べ
ん
。

　

伏
し
て
願
わ
く
は
、
聖
に
し
て

益

聖
な
る
を
求
め
、
安
に
し
て

愈

安
な

る
を
計
り
、
一
道
同
風
に
し
て
万
禩
に
常
新
の
宇
宙
を
撫
し
、
参
天
両
地
に

し
て
千
秋
に
丕
顕
の
文
謨
を
昭
ら
か
に
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
則
ち
六
合
、
光

華
あ
り
て
、
長
く
星
辰
と
共
に
爛
燦
し
、
万
年
、
景
福
あ
り
て
、
永
く
日
月

と
同
に
升
恒
せ
ん
。

　

臣
穆
、
天
を
瞻
み
聖
を
仰
ぎ
、
激
切
屏
営
の
至
り
に
任
う
る
無
し
。
謹
ん

で
表
を
奉
り
、　

貢
を
進
め
て
以
て
聞
す
。

乾
隆
三
十
三
年
（
一
七
六
八
）
十
二
月
初
七
日

注
（1

）

緝
煕　

光
り
輝
く
さ
ま
。
『
詩
経
』「
大
雅
・
文
王
」
に
「
穆
穆
た
る
文
王
、

　

於
緝
煕
に
し
て
敬
す
」
と
あ
る
。
毛
伝
に
「
緝
煕
は
光
明
な
り
」
と
し
「
能

　

く
其
の
光
明
の
徳
を
敬
す
」あ
り
、文
王
の
輝
か
し
い
品
徳
を
た
た
え
る
語
。

　

（2
）

天
行　

天
体
の
運
行
。

　

（3

）

地
載　

『
礼
記
』
「
中
庸
」
の
「
天
之
所
覆
、
地
之
所
載
」
よ
り
。
万
物
を

　

載
せ
る
広
く
深
い
徳
の
こ
と
。
〔
五
〇―

一
二
〕「
生
成
覆
載
」「
博
厚
高
明
」

参
照
。


